
差し出され、受けること

     最近の新聞記事の一文。

  　 「いとも簡単に人々から日常を奪い社会の安定や繁栄を崩す、目に見

　えないウイルスが秘めた破壊力を世界は目の当たりにした。」

    人の身体を破壊し、人の心、そして人間関係や社会の秩序も壊す感染　

　症。これまで当たり前だったことができなくなった。準備していた予定

　を変更しなければならず、人々に望ましくない変化を生じさせた。

　歯車を狂わされた人の心の窓からいろんなストレスが顔を出す。恐ろし

　い何ものかに襲われている私たち。

    以前ある信徒から、東日本大震災直後に歌手の松山千春さんが話された言葉を教えてい

ただいた。

   「知恵がある奴よ、知恵を出そう。力がある奴よ、力を出そう。金がある奴よ、金を出そう。

『自分は何も出せないよ』っていう奴は、元気出せ。」

    厳しい現実、それぞれの立場で今、知恵・力・金・元気を真剣に命がけで出している方々

がおられる。感謝。信仰者である私たちも差し出さなければ。こんな時のために蓄え培っ

てきた信仰を、他者への思いやりを、感情的になるのではなく落ち着きと忍耐を、助け合

う心と行いを、前向きな思いで工夫を、ミサにあずかれないけれどそれぞれの場で一致し

て捧げる祈りを、何よりも希望を差し出さなければ。「すべての人にキリストの光でありな

さい」と呼びかけられている私たちなので。

    困難な今、キリストは私たちが待ち望んでいた贈り物を差し出してくださった。福岡教

区に『アベイヤ司教様』を。アベイヤ司教様は最初の挨拶で、私たちにこう呼びかけてく

ださった。「『一緒に』歩みたい」と。福岡教区長として歩み始められる司教様。新型コロ

ナウイルス感染症を共に乗り越えることを通して、神の国を「伝える喜びを『一緒に』」深

めましょうということなのでは。

    信徒の皆さん、見える形で聖堂に集まり共にミサを捧げることができないことおゆるし

ください。病人、高齢者の皆さん、ご聖体をお持ち出来ないことおゆるしください。

    しかし皆さんは知っておられるはずです。「今、地球という祭壇で痛みを持ってミサを

捧げておられるキリストが、人の思いを超えた時別なご聖体を授けてくださっている」こ

とを。
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